
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上映日時：１月２２日(日) ①10:00～（本編９９分） 
上映場所:隣保館・集会室（2 階） 

 

 
 

 

          

 

     

隣保館では、第４日曜日に人権映画を上映しています。 

※ヒューライツとは、ヒューマンライツ（人権）の事です。 

お問い合わせ：宇佐市隣保館  

宇佐市大字上田１０４３番地の１ 

電話・FAX ０９７８－３３－１７０７ 
参加無料 

『一人になる 

医師 小笠原登とハンセン病強制隔離政策』 

 この国では、ハンセン病をわずらった人たち

が、人間としての尊厳を奪われ、家族たちも

差別と偏見にさらされる、いのちを削らなけ

ればならない、という状況が続いてきました。 

国は 1907 年に「癩予防ニ関スル件」を制定。

ハンセン病患者を「強制隔離」するという政

策をはじめました。そして政治家や法律家、

宗教家やなんと医師までも、その過ちを見抜

けず、無批判に「追従」してきたのです。それ

が 1996 年の「らい予防法」廃止まで、約 90

年も続いてきたのです。 

この間、「人間回復」への闘いがこつこつと積

み重ねられてきました。「ハンセン病は不治の

病ではないし、遺伝でも、強烈な伝染病でも

ない、隔離は必要ない」と言い続けてきた一

人の医師がいました。小笠原登は、一人の医

師として、一人ひとりの患者に接し、患者を

「隔離」から守ろうとしたのです。それは国

という「厚く高い壁」の前には、小さな「抵

抗」でしかなかったかもしれませんが、隔離

の中で生きる人々に仄かな灯りをともしつづ

けたのです。 



 


